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   A case of squamous cell carcinoma of the ureter in a 63-year-old female is reported. Right 
hydronephrosis was found by examination of duodenal ulcer. 
   Ureteroscopy and biopsy revealed squamous cell carcinoma (SCC) of the lower ureter. Total 
nephroureterectomy with a bladder  cuff was performed. Pathological diagnosis was SCC pT3 G2 
 INFP  pL1  pV0 pRO. Three cycles of chemotherapy were performed postoperatively with bleomycin, 
methotrexate and cisplatin. 
   Fifty-three cases of primary ureteral squamous cell carcinoma from the Japanese literature are 
reviewed and characteristic clinical figures of the tumor are discussed. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 39: 171-174, 1993) 
















































































ら2)は6.9%,坂 本 らs)は7.4%,と述 ぺ て お り,欧
米 で の報 告 で は,Scott4)9.2%,Abeshouse5)11%,
と述 べ て お り10%内外 と考 え られ て い る.
鍋 倉 ら6)の集 計,高 ら7》の 集 計 以 後 の報 告 例 を 集 計
した と ころ 自験 例 を 含 め て,本 邦 報 告53例 と な った
(TableI).これ らにつ い て 統 計的 観 察 を お こな った.
TableL




報告者 年齢 性別 患側 臨床症状 臨床診断 発生部位 治 療 法 転 帰 文 献
46五 十嵐52♂ 右
47伊 藤va♀ 右 右下腹部痛










(尿管結石糀)8監 跳 骸 差 脳Mq
左尿管腫瘍 左尿管下端 左 腎尿 管全摘
MTX,ADM,CDDP,VBL.
右 右 腰 痛 急 性 腹 症 右腸骨動脈 腹腔血腫 除去 腫瘍部
肉眼 的血尿 右尿管回腸 分切 除 人工肛門造設
S状 腸 部CDDP,MTX,BLM,VCR,
4月後生存
肉眼的血尿 左尿 管腫瘍 左尿管 下端 左腎尿管全摘
排 尿 時 痛6月 後癌無生存
左腹 部腫瘤 左尿 管腫瘍 後 腹 膜 腔 生検
左 下腹部痛 且月後死亡
♀ 左 肉眼的血尿 左尿 管腫瘍 尿 管 下 端 左腎尿管全摘PEP,
よ り4cmFT・2076月後膀胱再発
右無機能腎右尿管瀦 鶴 礁 講 管霧聲講滋MTX















まず,本 疾 患 の性 差 で あ るが,男 性26例,女 性22
例,不 明5例,男 女 比1.2=1で あ った.こ れ は全 尿
管癌 の 男女 比 が2な い し4対18)あ るい は2,6:19)
であ るのに 対 して 女 性 の 比率 が高 くな って い る.
つ ぎに発 生 年 齢 で あ る が,男 女 と もに60歳台 に ピー
クが み られ る.し か しそ の ピー ク値 は 男性 では,26例
中10例(38.5%)であ る のに 対 して,女 性 では22例中
14例(63.6%)と差 が み られ た.女 性 の膀 胱 三 角 部 に
扁 平上 皮 化 生 が 多 く認 め られ る こ とは,以 前 よ り知 ら
れ て お り,女 性 ホ ル モ ンの 影 響 が推 定 され て い る.本
集 計に おい て60歳台 の女 性 に 特 に多 発 して い る こ とに
関 して も,閉 経 期 以 後 の ホ ル モ ン環 境 の 変 化 が何 等 か
の影 響 を 与 えて い るの か も しれ な い.
患 側 に 関 して は,右 側26例,左 側24例,不 明3例 で
ほぼ 左右 差 な し とい え る.
発 生 部 位 に つ い て は,記 載 の あ った44例 中25例
(56.8%)が下 部 尿 管に 集 中 し て い た.中 部 発 生 お よ
び 中下 部 発 生 例 を 含 め る と44例中35例(77.3%)とな
る.
主 訴は,血 尿 が も っ とも多 く(61.2%),続い て 疹
痛(42.9%),腹部 腫 瘤(IO.2%),排尿 障 害(10,2
%),発 熱(4.1%)で あ った.
治 療 法 に つ い ては,集 計 上 腎 尿 管 全 摘除 術 が も っ と
も多 く,記 載 の あ った48例中27例(56,3%)であ っ
た.以 下,尿 管部 分 切 除 術6例(12.5%),腎 摘 除 術
5例(10.4%),腎 摘 尿 管 部 分 切 除術2例(4.2%)
と,報 告 され て いた.ま た,手 術時 す でに 摘 除 不 能 で
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